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「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
１
８
」
　
　
　
　
　
額
２
１
０
億
円
を
投
じ
る
。

（兵
庫
県
佐
用
町
）
に
蓄
電
池
　
　
　
　
　
　
産
官
の
期
待
を
集
め
る
大
型

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
が
、

「
研
究

テ
ー
マ
は
自
分
の
好
き
な
よ
う

に
選
ば
せ
て
も
ら

っ
た
」
と
い

う
。
そ
れ
で
も
企
業
は
集
ま

っ

て
き
た
。
参
加
企
業
の

一
つ
、

豊
田
中
央
研
究
所

（愛
知
県
長

久
手
市
）
の
滝
本
正
民

・
代
表

取
締
役
は

「
各
社
と
も
、
エ
ー

ス
級
の
人
材
を
送
り
込
ん
で
い

る
」
と
話
す
。

「携
帯
メ
ー
ル
を
打
ち
な
が

ら
歩
く
と
い

っ
た

『
な
が
ら
』

が
大
嫌
い
」
。
研
究
に
没
頭
す

る
と
、
夕
食
を
食
べ
る
の
も
忘

れ
て
日
付
が
変
わ

っ
て
い
た
こ

と
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
。
企

業
研
究
者
も

「
小
久
見
先
生
が

言
わ
れ
る

こ
と
な
ら
仕
方
な

い
」
と
付
き
従
う
と
い
う
。

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

た
福
井
謙

一
・
京
大
名
誉
教
授

や
野
依
良
治

・
理
化
学
研
究
所

理
事
長
を
輩
出
し
た
京
大
工
学

部
工
業
化
学
科
の
出
身
。
水
に

電
気
を
流
す
と
水
素
と
酸
素
に

分
解
す
る

「
電
気
分
解
」
を
専

門
に
研
究
を
始
め
た
。
電
気
分

解
も
蓄
電
池
と
起
き
て
い
る
反

応
は
同
じ
と
い
う
点
か
ら
電
池

研
究
に
没
頭
。
有
機
材
料
を
使

っ
た
燃
料
電
池
を
開
発
す
る
な

ど
日
本
の
蓄
電
池
研
究
を
長
年

引

っ
張

っ
て
き
た
。

実
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
が
始

ま

つ
た
０９
年
、
ち
ょ
う
ど
京
大

を
定
年
退
官
す
る
予
定
だ

っ

た
。
即
座
に
断

っ
た
が
、
韓
国

の
大
学
か
ら
４
カ
月
の
講
義
で

２
億
落

（約
１
４
０
０
万
円
）

と
い
う
破
格
の
条
件
提
示
も
あ

っ
た
。

「蓄
電
池
研
究
は
日
本

の
産
業
競
争
力
の
向
上
に
欠
か

せ
な
い
」
と
考
え
、
特
任
教
授

と
い
う
肩
書
で
京
大
に
残
る
こ

と
に
し
た
。

「
発
足
当
初
よ
り
も
韓
国
勢

を
は
じ
め
と
し
た
他
国
の
追
い

上
げ
は
激
し
く
な

っ
て
い
る
」

と
現
状
を
分
析
す
る
。
趣
味
の

テ
ニ
ス
は

「
研
究
に
追
わ
れ
て

や
る
暇
が
な
い
」
と
笑
う
。
研

究
室
に
あ
る
ラ
ケ

ッ
ト
と
ウ
エ

ア
が
新
品
の
ま
ま
ホ
コ
リ
を
か

ぶ

っ
て
い
る
状
況
は
し
ば
ら
く

続
き
そ
う
だ
。

（大
阪
経
済
部
　
新
井
重
徳
）
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饂
1 日本を代表する企業の

「世界に先駆け解明」に意欲 1舌手テ言憲男と』蓄り


